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特別寄稿

北海道で野生化したアライグマの病原体疫学調査
外来種対策における感染症対策の一具体例として開始12年 の総括

浅川満彦(酪 農学園大学獣医学部教授)

池田 透(北 海道大学院文学研究科教授)

は
じ
め
に

1
9
9
5
年
秋
、
北
海
道
で
野
生
化
し

た
ア
ラ
イ
グ
マ
の
病
原
体
疫
学
調
査
が
は

じ
め
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
直
接
的
な
契

機
は
、
そ
の
前
年
、
浅
川
が
勤
務
先
で
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
授
業

「野
生
動
物

学
」
の
担
当
者
に
任
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
新
た
な
材
料
探
し
の

一
環
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
、
既
に
、
こ
の
問
題
に
深

く
関
わ

っ
て
い
た
池
田
に
、
浅
川
が
相
談

し
、
ア
ラ
イ
グ

マ
被
害
に
悩
む
長
沼
の
メ

ロ
ン
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
彼
ら
農

家
が

「独
自
」
で
捕
獲
し
て
い
る
個
体
の

安
楽
死
処
分
を
請
け
負

っ
た
こ
と
が
最
初

で
あ
る

(図
1
)。

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
約
1
7
0
0
個

体
の
ア
ラ
イ
グ

マ

(後
述
)を
寄
生
虫
ほ

図1あ るメロン・トウモロコシ農家が設置した罠に捕獲されたアライグマ(1995年9月 、

北海道長沼町にて.この後、吹き矢を用いケタミンを投薬、不動化後、轍 れた.
このあと伽2年 梼(、浅川とアライグマとの関係のスタ→ ライン.右はアライグマによ

り食害されたトウモロコシ:浅川 撮影)

か
病
原
体
の
保
有
状
況
の
調
査
材
料
と
し

て
扱

っ
て
き
た
。
ア
ラ
イ
グ
マ
が
酪
農
学

園
大
学
獣
医
学
部
感
染

・
病
理
部
門
[か

つ
て
は
、
旧
寄
生
虫
学
教
室

(野
生
動
物

学
)
、
現
在
は
後
述
す
る
野
生
動
物
医
学

セ

ン
タ
ー
乏
ロ
α

》
巳
ヨ
巴

ζ
Φ
9
0
巴

O
Φ
鼻
9

"
以
下
W
A
M
C
]に
搬
入
さ
れ

る
ま
で
の
捕
獲
調
整
は
池
田
が
、
そ
の
後

の
個
体
処
理

・
検
査
業
務
調
整
は
浅
川
が

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
き
た
。

最
近
で
は
、
同
様
な
疫
学
調
査
は
ア
ラ

イ
グ
マ
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
神
奈
川
県
や

和
歌
山
県
で
も
開
始
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、

我
々
の
調
査
体
制
は
北
海
道
の
み
な
ら

ず
、
日
本
で
の
先
駆
け
に
な

っ
た
。
そ
こ

で
本
文
で
は
、
調
査
開
始
か
ら
2
0
0
7

年
2
月
現
在
ま
で
を
総
括
し
、
今
後
の
参

考
資
料
と
し
た
い
。
な
お
、
本
文
と
り
ま

と
め
は
、
池
田
が
班
員
を
務
め
、
2
0
0

6
年
度
環
境
省
地
球
環
境
研
究
総
合
推
進

費
課
題

"
F

・
3
侵
入
種
生
態
リ
ス
ク
の

評
価
手
法
と
対
策
に
関
す
る
研
究
」
の
助

成
を
受
け
た
。

搬
入
個
体
概
要

今
日
、
有
害
あ
る
い
は
学
術
捕
獲
さ
れ

た
ア
ラ
イ
グ

マ
個
体
の
処
理
お
よ
び
分
析

作
業
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
実
施
団
体
で

あ
る
環
境
省
、
道
庁
、
札
幌
市
や
江
別
市

あ
る
い
は
各
農
業
組
合
な
ど
と
酪
農
学
園

大
学

(学
長
)
と
の
間
で
契
約
が
行
わ
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
4
年
に
新
設

さ
れ
た
酪
農
学
園
大
学
附
属
動
物
病
院
の

目
的
の

一
つ
に
、

「野
生
動
物
医
学
を
通

し
て
環
境
問
題
研
究
の
拠
点
を
創
る
」
が

あ
る
。
そ
の
具
現
化
と
し
て
、
全
学
共
用

施
設
の
W
A
M
C
が
あ
る
。
ま
た
、
し
か

し
、
当
初
は
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
も
の
で

は
な
く
、
浅
川
と
そ
の
ゼ
ミ
生
あ
る
い
は

顧
問
で
あ
る
学
生
サ
ー
ク
ル

「野
生
動
物

生
態

研
究

会
芝
出
巳
罵
Φ
国
o
O
δ
σq
8
巴

ω
8
塁

以
下
W
E
S
)」
の
有
志
ら
に
協

力
を
求
め
行
っ
て
い
た

(た
と
え
ば
浅
川

ら
1
9
9
9
%

中
に
は
非
常
に
興
味
を
持

っ
た
も
の
も

い
て
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の

一
人
が
的
場

洋
平
で
あ

っ
た
。
彼
が
ア
ラ
イ
グ

マ
と
初

め
て
関
わ

っ
た
の
は
学
部
2
年
生
時

(1

9
9
8
年

"
W
E
S
所
属
)
で
、
そ
れ
か

ら
卒
論

(浅
川
の
ゼ
ミ
所
属
し
て
)

・
博

士

(獣
医
学
)
号
請
求
学
位
論
文

(2
0

0
7
年
2
月
、
酪
農
学
園
大
学
、
提
出
後
、

学
位
認
定
)
で
ア
ラ
イ
グ
マ

(の
寄
生
虫
)

を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
。
彼
が
学
位
論
文

を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
そ
の

「材
料
」

に
相
当
す
る
部
で
あ
る
標
本
カ
タ
ロ
グ
が

刊
行
さ
れ
た
(的
場
ら
2
0
0
6
)。
こ
れ

に
よ
る
と
2
0
0
5
年
12
月
ま
で
に
W
A

M
C
で
登
録
さ
れ
た
個
体
は
、
合
計
1
7

2
5
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
規
模
な

サ
ン
プ
ル
量
は
我
が
国
存
在
せ
ず
、
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

量
の
み
な
ら
ず
、
2
0
0
3
年
以
降
に

捕
獲
さ
れ
た
個
体
に
つ
い
て
は
、
計
測
後
、
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各
種
病
原
体
の
疫
学
研
究
お
よ
び
個
体
群

動
態
解
析
の
た
め
の
サ
ン
プ
ル

(頭
骨
、

消
化
管
、
血
清

筋
肉
な
ど
)
の
採
材
を

実
施
し
、
そ
の
デ
ー
タ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
2
0
0
4
年
以
降
の
も
の
の
多
く

は
頭
骨
標
本
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
搬
入

さ
れ
た
全
個
体
に
つ
い
て
、
完
全
な
標
本

と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
疫
学
、
個
体
群
動
態
、
歯
科
学
な
ど

の
材
料
と
し
て
は
有
益
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
彼
の
取
り
ま
と
め
以
降
、
す
な
わ
ち

2
0
0
6
年
2
月
か
ら
今
日
ま
で
の
約
1

年
間
に
も
約
5
0
0
個
体
が
搬
入
さ
れ
て

い
る
の
で

(飛
び
込
み
的
な
本
州
以
南
か

ら
の
検
査
個
体
を
除
い
て
も
)、
約
2
3

0
0
個
体
の
検
査
実
績
が
あ
る
。

図2北 海道江別市野幌森林公園の遠景(左奥の森.写真手前の建物群と
牧草地が酪農学園大学.右上は札幌市街地)

"　闘 壁 節

0・ 圃 患 い

嘱 馬.

や三

.

噂解

巾

9ぐ
夢

、

、新

∵
f噸

て鋤

寄
生
蠕
虫

こ
れ
ら
膨
大
な
サ
ン
プ
ル
で
あ

っ
て
も
、

北
海
道
で
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ

マ
か

ら
、
も
っ
と
も
警
戒
す

べ
き
寄
生
蠕
虫
類

で
あ
る
ア
ラ
イ
グ

マ
蛆
虫
の
寄
生
が
認
め

ら
れ
な
か

っ
た
点
は
注
目
す

べ
き
で
あ

る
。
愛
玩
用
ア
ラ
イ
グ

マ
を
扱
う
動
物
商

や
動
物
園
な
ど
の
調
査
で
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
姻
虫
が
比
較
的
普
通
に
認
め
ら
れ
る

が
、
野
外
で
の
未
発
見
は
不
思
議
な
現
象

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
未
発
見
で
あ

る
こ
と
を
示
す
だ
け

で
、
必
ず
し
も
不
在
を
示
す
も
の
で
は
な

い
こ
と
も
留
意
し
、
今
後
も
継
続
的
な
調

査
が
望
ま
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
蛆
虫
が

未
検
出
な
の
は
神
奈
川
、
長
野
、
お
よ
び

長
崎
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

図3北 海道庁の依頼で行った野幌籍林公園内でのアライグマ学術捕獲の
作業、一コマ(..,.年早春。右の写真左端が浅川、その隣が的場君、そして
一人おいて左端が横山祐子さん〈浅川ゼミ生〉。結局、これがご縁?となり

的場君と結婚された幽浅川、原図)

北
海
道
野
幌
で
捕
獲
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ

マ
か
ら
ネ

コ
条
虫
お
よ
び
胞
状
条
虫
が
見

つ
か
っ
た
(ζ
卑
o
σ
鋤
9

巴
3
2
0
0
3
、

的
場
ほ
か
2
0
0
4
)
(図
2

・
3
)
。
こ

れ
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
か
ら
条
虫
科
条
虫
が

検
出
さ
れ
た
日
本

で
は
初
め
て
の
記
録

で
、
同
科
に
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

(多
包

条
虫
)が
含
ま
れ
る
点
で
注
目
す

べ
き
事

例
で
あ
る
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
エ
ゾ
ヤ

チ
ネ
ズ
ミ
を
中
間
宿
主
と
し
、
ヒ
ト
で
重

篤
な
寄
生
虫
症
を
惹
起
す
る
原
因
寄
生
虫

で
あ
り
、
北
海
道
か
ら
本
州
以
南

へ
の
国

内
移
入
種
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る

(日
本
生
態
学
会
2
0
0
3
)。
ア
ラ
イ
グ

マ
も

エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す
る
(浅

川
ほ
か
2
0
0
0
)。
ま
た
、
前
述
の
ネ

コ
条
虫
の
核
遺
伝
子
I
T
S
2
領
域
と
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
N
D
1
領
域
の
解

析
か
ら
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
を
中
間
宿
主
と

す
る
型
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ

に
よ
る
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
伝
播
の
可
能
性

を
含
む
今
後
の
動
向
を
示
す
上
で
示
唆
的

で
あ
ろ
う
9
婆

卑
9

2
0
0
3
)。

2
0
0
4
年
か
ら
2
0
0
5
年
に
か
け

捕
獲
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ
5
個
体
か
ら
、

ヒ
ト
と
動
物
の
共
通
寄
生
虫
で
あ
る
旋
毛

虫
T
9

(お
そ
ら
く
、
日
本
在
来
種
)

の

筋

内

被

嚢

幼

虫

が

見

つ
か

る

な
ど

(霧

巨

魯

鉾

2
0
0
7
)
、
今
後

の
我
が
国
の
寄
生
虫
症
発
生
の
動
向
を
考

慮
し
た
場
合
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
存
在
は
無

視
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
発
見
は
北
海

道
大
学
大
学
院
獣
医
学
研
究
科
寄
生
虫
学

教
室
、
北
海
道
立
衛
生
研
究
所
、
そ
し
て

本
学
病
理
学
の
岡
本
実
講
師
や
谷
山
弘
行

教
授
な
ど
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り

実

っ
た
が
、
こ
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、

感
染
症
研
究
は

一
研
究
者
が
実
行
し
え
る

レ
ベ
ル
の
内
容
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
筋
肉
ト
リ
ヒ
ナ

(旋
毛

虫
)
が
示
す
よ
う
に
、
野
外
の
ア
ラ
イ
グ

マ
か
ら
見

つ
か
っ
た
蠕
虫

の
大
部
分
は
、

日
本
に
古
く
か
ら
分
布
し
て
い
た
と
さ
れ

る
種
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
条

虫
科
2
種
の
ほ
か
、
タ
ヌ
キ
蛆
虫
、
毛
様

線
虫
、
メ
タ
ゴ

ニ
ム
ス
属
吸
虫

(宮
田
お

よ
び
高
橋
吸
虫
)
な
ど
で
あ
る
(浅
川
ほ

か
1
9
9
9

・
2
0
0
0
、
八
木
ほ
か
、

1
9
9
9
、
暮

象

梓

2
0
0
3
、

的
場
ほ
か
2
0
0
4

・
2
0
0
5
、
佐
藤

ほ
か
2
0
0
5
)。
的
場

(2
0
0
7
)

は
、
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
で

「い
か

に
安
定
化
し
た
寄
生
蠕
虫
相
を
形
成
し
て

い
く
の
か
」
を
豊
富
な
疫
学
デ
ー
タ
を
用

い
て
博
士
論
文
に
仕
上
げ
た
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
①
野
生
化
ア
ラ
イ
グ
マ
は
こ
れ

ま
で
の
報
告
以
上
に
多
数
の
在
来
種
蠕
虫

を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
②
そ
れ
に
よ

っ
て

一
旦
は
単
純
化
し
た
野
生
化
ア
ラ
イ

グ
マ
の
寄
生
蠕
虫
叢
の
多
様
化
と
安
定
化

が
北
海
道
や
長
崎
で
は
進
ん
で
い
る
が
長

野
県
や
兵
庫
県
で
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
、

③
地
域
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
カ
エ
ル
の

吸
虫

エ
ウ
パ
リ

フ
ィ
ウ
ム
属
、
淡
水
魚
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の
メ
タ
ゴ

ニ
ム
ス
属
、
あ
る
い
は
吸
虫

ブ
ラ
キ
ラ
イ
マ
属
や
鉤
頭
虫
セ
ン
ト
ロ
リ

ン
ク
ス
属
は
既
に
ア
ラ
イ
グ
マ
と
の
問
に

安
定
し
た
宿
主
ー
寄
生
体
関
係
を
構
築
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
④
エ
ウ
パ

リ
フ
ィ
ウ
ム
や

メ
タ
ゴ

ニ
ム
ス
の
寄
生

状
況
は
ア
ラ
イ
グ

マ
の
年
齢
や
捕
獲
季
節

に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
次
パ
ラ
メ
ー
タ

を
用

い
た
多
様
度
や
群
集
構
造
の
解
析

が
、
日
本
の
在
来
生
態
系
に
お
け
る
宿
主

-

寄
生
体
関
係
の
解
析
に
も
有
効
で
あ

り
、
野
生
化
ア
ラ
イ
グ
マ
の
寄
生
蠕
虫
叢

の
定
着
と
安
定
化
プ

ロ
セ
ス
の
解
明
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
画
期

的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
察
部
は
未
刊

行
な
の
で
、
現
在
、
投
稿
準
備
中
で
あ
る
。

原
虫
類
に
つ
い
て
は
、
的
場
ら

(2
0

0
2
)
に
よ
る
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
類
の
報
告

が
先
鞭
を
切
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ

ヌ
に
寄
生
す
る
よ
う
な
も
の
も
あ

っ
た

が
、

エ
イ
メ
リ
ア

・
プ

ロ
シ
オ

ニ
類
似
の

オ
ー
シ
ス
ト
検
出
な
ど
、
ど
う
や
ら
、
原

虫
は
蠕
虫
と
異
な
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
原

産
地
か
ら
、
原
産
地
の

(1ー
ア
ラ
イ
グ
マ

固
有
の
)
原
虫
種
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ

と
が
疑
わ
れ
た
。

こ
の
予
測
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
特
有
の
血

液
原
虫
類
グ
ル
ー
プ
が
北
海
道
の
ア
ラ
イ

グ

マ
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
決
定
的
に

な

っ

た

(
藤

澤

ら

2

0

0

6

、

奮

σ
霞

①
富
戸
2
0
0
5
、
川
渕
ら

2
0
0
7
)
(図
4
)
。

こ
の
研
究

は
浅
川

の
共
同
研
究
者
で
あ
り
、
昨
年
末
、
惜
し

く
も
急
死
さ
れ
た
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学

部

故

辻

正
義
教
授
ら
に
よ
り
遂
行
さ

れ
、
彼
が
指
導
し
た
最
後
の
大
学
院
生
と

な
っ
た
川
渕
ら

(2
0
0
7
)
が
優
れ
た

総
説
を
出
版
し
た
の
で
、
以
下
で
そ
の
引

用
を
し
た

(図
5
)
。

バ
ベ
シ
ア

・
シ
ク
ロ
ッ
テ
ィ
は
米
国
北

東
部
を
中
心
に
発
生
し
た
ヒ
ト
バ
ベ
シ
ア

症
を
引
き
起
こ
す
マ
ダ

ニ
媒
介
性
の
赤
血

球
寄
生
原
虫
で
あ
る

(注

"
1
9
6
8
年

に
米
国
の
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ナ
ン
タ

ケ

ッ
ト
島

で
見

つ
か

っ
た
新
興
感
染
症

で
、
現
在
ま
で
に
米
国
だ
け
で
も
5
0
0

人
以
上
の
患
者
が
報
告
)
。
バ
ベ
シ
ア

・

シ
ク
ロ
ッ
テ
ィ
の
疫
学
研
究
で
は
醤
歯
類

に
偏

っ
て
い
た
が
、
イ
ヌ
、
キ

ツ
ネ

、

キ
ツ
ネ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ヒ
ヒ
、
そ
し
て
ア

ラ
イ
グ
マ

か
ら
バ
ベ
シ
ア

・
シ
ク
ロ
ッ

テ
ィ
に
近
縁
な
原
虫
が
検
出
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
原
虫
は
自
然
生
態
系
で
薔

歯
類
だ
け
で
な
く
食
肉
類
や
霊
長
類
に
も

そ
の
範
囲
を
拡
大
し

つ
つ
あ
る
の
で
あ

る
。
特
に
、
北
海
道
の
ア
ラ
イ
グ
マ
か
ら

分
離
さ
れ
た
バ
ベ
シ
ア

・
シ
ク
ロ
ッ
テ
ィ

様
原
虫
は
、
宿
主
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
と

と
も
に
米
国
か
ら
日
本
に
移
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
ア
ラ
イ
グ

マ

の
野
生
化
に
と
も
な
っ
て
ご
く
短
い
期
間

に
日
本
で
新
し
く
媒
介
ダ
ニ
を
得
て
完
全

な
感
染
環
を
獲
得
し
、
日
本
に
定
着
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
虫
は

ス
ペ
イ
ン
の
イ
ヌ
で
重
篤
な
症
状
を
呈
す

る
バ
ベ
シ
ア
属
に
最
も
近
縁
な
原
虫
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
で
も
イ
ヌ
や
キ

NII-Electronic.LibraryService

『
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寄
生
性
原
虫

・
節
足
動
物

こ
の
ほ
か
の
寄
生
虫
と
し
て
は
、
タ
ヌ

キ

マ
ダ

ニ
な
ど

マ
ダ

ニ
類

・
チ
マ
ダ

ニ
類

を
調
査
し
た
小
出
ら

(2
0
0
0
)
、
日

本
で
初
め
て
ア
ラ
イ
グ

マ
に
お
け
る
セ
ン

コ
ウ
ヒ
ゼ
ン
ダ

ニ
に
よ
る
疵
癬
の
症
例
を

報
告
し
、
タ
ヌ
キ
と
の
相
互
感
染
を
血
清

疫
学
で
追
求
す
る
佐
鹿
ら

(馨

簿

巴
"
2
0
0
5
)な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
ダ

ニ
類

(た
だ

し
、
い
ず
れ
も
日
本
在
来
種
)

は
後

で
述

べ
る
血
液
原
虫
、
リ
ケ

ッ
チ
ア

な
ど

の
細
菌
、

そ
し
て
ウ
イ
ル

ス
な
ど

の

媒
介
者
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
早
々
に

刊
行

を
希
望

し
た
い
。

図4ニ ジマス養魚場にて有害駆除のため設置されたアライグマ用カゴ罠佐写真
中央、右写真中央にニジマスの死体が養魚池排水ロに引っ掛かっている.アライ
グマはこのような死体などを狙うという.1998年8月、北海道恵庭市内某所、北海
道石狩支庁アライグマ被害対策委員会踏査にて;図8左報告書に掲載された図を

転用捌 月、原図)

漸
w

図5北 海道北広島市郊外の道路で拾得されたアライグマ礫死体の胃内か

ら発見されたフクドジョウ・アカガエルおよび吸虫類(これら寄生虫は魚類を
中間宿主とする;図8左報告書に掲載された図を転用:浅川、原図)

偽●診
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図6野 幌套林公園内で捕獲されたアライグマ胃内容物(左:エゾヤチネズミ
の体毛と臼歯、小腸1ネコ条虫頭節;浅川、原図).右に の寄生虫は嚢尾虫

を宿したネズミを摂食して感染が成立する(Matobaetal.,21)03)
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ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
食
肉
類
に
も
感
染

す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う

(以

上
、
川
渕
ら
2
0
0
7
)
(図
6
)
。

以
上
の
よ
う
に
、
寄
生
虫
で
は
あ

っ
て

も
、
ア
ラ
イ
グ
マ
蛆
虫
を
含
め
た
宿
主
固

有

の
種
が
消
失
し
た
蠕
虫
相

・
ダ

ニ
相

と
、
密
か
に
日
本
の
自
然
生
態
系
に
入
り

込
ん
だ
原
虫
相
と
で
は
様
相
が
異
な
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
の
点
は
、
外
来
種
に

起
因
す
る
感
染
症
体
策
に
示
唆
的
な
見
解

を
与
え
る
モ
デ
ル

・
ケ
ー

ス
と
な

っ
た

(図
7
)
。

ウ
イ
ル
ス

・
細
菌

以
下
で
は
、
寄
生
性
微
生
物
で
あ
る
ア

ラ
イ
グ
マ
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス

・
細
菌
の

疫
学
研
究
概
要
を
紹
介
す
る
。
こ
の
分
野

図7タ ヌキから感染したと考えられる寄生虫(左.タヌキ蝿虫、右上'タヌキ
マダニ、右下:済癖虫:図8左報告書に掲載された図を転用:右下1佐鹿ほか,

投稿中1以外は浅川、原図)

㌻瓢

導卓難

思
蜘

は
、
寄
生
虫
を
対
象
と
す
る
の
が
寄
生
虫

学
な
ら
ば
、
こ
ち
ら
は
微
生
物
学
領
域
と

な
る
。
し
た
が

っ
て
、
浅
川
の
本
来
の
研

究
分
野
で
は
な
く
、
関
連
分
野
の
機
関

・

研
究
室
と
の
共
同
研
究
で
公
表
さ
れ
た
デ

ー
タ
を
引
用
し
た
い

(酪
農
学
園
大
学
の

菊
池
直
哉
教
授

・
萩
原
克
郎
助
教
授
な
ど

関
連
研
究
室
の
ほ
か
、
感
染
症
研
究
所
、

動
物
衛
生
研
究
所
、
北
海
道
大
学
な
ど
と

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
)
。
ウ
イ
ル
ス
で
は
、
狂

犬
病
ウ
イ
ル
ス
、
ボ
ル
ナ
病
ウ
イ
ル
ス
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ヌ
ジ
ス
テ
ン
パ
ー

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
お
も
に
血
清
疫
学
が
実

施
さ
れ
、
原
産
地
の
北
米
で
は
非
常
に
高

い
抗
体
保
有
率
を
示
す
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス

お
よ
び
ジ
ス
テ
ン
パ
ー
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ

こ
北
海
道
で
は
陰
性
で
あ

っ
た
こ
と
は
注

目
さ
れ
た
。
他
の
ウ
イ
ル
ス
は
イ
ヌ
や
牛

な
ど
の
飼
育
動
物
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で

あ

っ
た
。
こ
れ
は
細
菌
で
あ
る
レ
プ
ト
ス

ピ
ラ
で
も
同
様
で
あ

っ
た

(以
上
、
浅
川

ら
2
0
0
0
、
萩
原
ら
2
0
0
6
、
井
上

ら
2
0
0
0
、
吉
識
ら
2
0
0
4
%

ア
ラ
イ
グ

マ
感
染
デ
ー
タ
に
基
づ
く
捕

獲
業
務

・
調
査
な
ど

へ
の
提
言

W
A
M
C
は

「野
生
動
物
、
動
物
園
動

物
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

・
ペ
ッ
ト
な
ど
に
お

け
る
環
境
汚
染
物
質

・
感
染
病
原
体
分
析

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
そ
れ
に
関
わ
る
宿
主

動
物
の
生
態

・
生
理
に
関
す
る
基
礎
情
報

の
収
集
と
分
析
」

(
ハ
イ
テ
ク

・
リ
サ
ー

チ
研
究
計
画
の
構
成
課
題
の

一
つ
)
に
特

化
し
た
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
、
多
く
の

研
究
業
績

を
得

て
き
た

(〉
ω
p
貯
p
≦
餌

塁

↓
婁

§

2
0
0
5
、
浅
川
2
0

0
7
)。

そ
の
中
で
、

ア
ラ
イ
グ

マ
の
疫

学
は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

特
に
、
こ
の
調
査
は
医
学

・
獣
医
学

・
保

全
生
態
学
と
の
学
際
領
域
に
新
興
し
た
保

全
医
学

(浅
川
2
0
0
6

a
)
に
関
す
る

具
体
的
な
研
究
事
例
と
な

っ
て
い
る
点
で

も
、
日
本
で
さ
き
が
け
た
も
の
と
な

っ
た
。

ア
ラ
イ
グ

マ
問
題
は
社
会
的
な
悲
劇
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
皮
肉
な
見
方

を
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
学
問
推

進
に
は
非
常
に
的
を
射
た
契
機
と
も
な
っ

た

(図
8
)。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
有
益
な
調
査
で
あ
っ

た
が
、
実
施
に
あ
っ
て
は
、
し
か
し
、
常

に
次
の
3
つ
の
病
原
体
論
的
蓋
然
性
に
悩

ま
さ
れ
続
け
て
い
た

(浅
川
2
0
0
7
%

①
野
生
種
か
ら
作
業
者

へ
の
感
染

(新
た

な
病
原
体
の
人
間
社
会

へ
の
持
ち
込
み
)

②
動
物
間
の
感
染
の
仲
立
ち

(す
で
に
存

在
す
る
病
原
体
の
自
然
生
態
系
内
で
の
撹

乱
)
③
作
業
者
か
ら
野
生
種

へ
の
感
染

(ヒ

ト

・
飼
育
動
物
の
病
原
体
の
自
然
生
態
系

へ
の
持
ち
込
み
)

感
染
は
作
業
の
場
に
限
局
し
た
現
象
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
ヒ
ト

・
動
物
そ
れ
ぞ
れ

が
起
居
あ
る
い
は
生
息
す
る
人
間
社
会
や

自
然
生
態
系
に
あ
ら
た
な
病
原
体
を
持
ち

図8社 会貢献の一例(左.寄生虫学などの研究威果を盛り込
まれた刊行物【北海道庁空知支庁発行】、右・道庁主催公開シン

ポジウムで展示されたWAMC登 録標本1剥製と寄生虫1)

》

ライグマ奄纏鯵めとする

 

込
み
、
あ
る
い
は
生
態
系
内
部
の
撹
乱
を

引
き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て
大
き
な
ア
ウ

ト
ブ
レ
ー
ク
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
。
作

業
現
場
か
ら
こ
う
い
っ
た
危
険
因
子
を
排

除
す
る
た
め
に
、
専
用
施
設
を
完
備
し
、

野
生
動
物
疫
学
の
専
門
家
か
ら
常
に
意
見

を
求
め
る
こ
と
な
ど
は
、
も
は
や
常
識
以

前
の
事
項
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
ア
ラ
イ

グ

マ
の
調
査
で
再
確
認
し
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

も
し
、
あ
る
感
染
症
発
生
の
発
端
が
、

よ
く
調
べ
た
ら
我
々
関
係
者
が
原
因
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
追
求
が
生
じ
、

無
邪
気
に
も
、

「大
変
申
し
訳
な
い
、
無
知
で
し
た
」

と
い
う
言
い
訳
は
通
用
し
な
い
。
そ
う
な

る
と
、
ア
ラ
イ
グ

マ
の
完
全
駆
除
と
い
う

N工1-Elect二ron■cI」ibrary
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大
脇
ら
の
要
旨
の
螺
旋
様
菌
と
は
ヒ
ト

で
胃
潰
瘍
の
原
因
と
な
る
ハ
リ
コ
バ
ク
タ

伝 寄 北 村 吉 小
子 生 海 豊 野 出

、

 

9
臼0
(U
7

道
に
生
息
す
る
中
型
野
生
哺
乳
類
に

す
る
マ
ダ

ニ
か
ら
の
リ
ケ
ッ
チ
ア
遺

の
検
出

ひ
か
る
、
村
松
康
和
、
的
場

洋
平
、

智
生
、
浅
川
満
彦
、
上
野
弘
志
、

田

大
脇
拓
志
、
岡
本
実
、
小
松
奈
津
貴

的

場
洋
平
、
谷
田
行
平
、
田
中
吾
、
宮
庄
拓
、

横
田
博
、
松
田

一
哉
、
平
山
和
子
、
浅
川

満
彦
、
谷
山
弘
行

・
ア
ラ
イ
グ
マ
の
回
腸

で
認
め
ら
れ
る
螺
旋
様
菌
に
関
す
る
検
討

追

記
本
稿
を
提
出
し
た
後
、
本
学
の
病
理
学

お
よ
び
公
衆
衛
生
学

の
同
僚
教
員
か
ら
、

第
1
4
4
回
日
本
獣
医
学
会
学
術
集
会

(2
0
0
7
年
9
月
1
日
、
酪
農
学
園
大

学
で
開
催
予
定
)
に
て
発
表
す
る
予
定
の

も
の
と
し
て
、
下
記
の
よ
う
な
要
旨
情
報

を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
細
菌
に
関
す

る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
数
少
な
い
報
告

な
の
で
追
記
し
て
お
き
た
い
。

目
標
も
完
遂
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
の
社
会

的
な
制
裁
は
免
れ
ず
、
再
起
不
能
な
常
態

に
陥
る
。

こ
の
点
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

日
頃
の
調
査
活
動
に
勤
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
望
み
結
び
と
す
る
。
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